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第２３期第１回北海道連合海区漁業調整委員会議事録 

 

１ 開催日時   令和７年６月２３日（月）１４時００分 

 

２ 開催場所  札幌市中央区北３条西７丁目  

第２水産ビル ４階 ４Ｓ会議室 

 

３ 出席委員  会  長   工 藤 幸 博 

委 員  池 守   力  阿 部  国 雄  伊 藤 信 孝 

大 澤 晃 弘  亀 田 元 教  福 原 正 純 

新 谷 哲 也  沖 野 平 昭  石 田 和 夫 

髙 松 美津枝  三 宅  博 哉  原 口  聖 二 

瀧 波 憲 二  安 間 洋 樹 

 

４ 欠席委員       － 

 

５ 議事録署名委員    阿 部  国 雄  池 守  力 

 

６ 仮 議 長  委 員  福 原 正 純 

 

７ 議  長   会  長    工 藤  幸 博 

 

８ 事 務 局   事務局長 池 田  聖 治 

主  任 西 田 策 紀 、 主  事 西 田  至 

  

９ 臨 席 者 

水産林務部  部長 岡嶋 秀典 

 同 水産局長 村木 俊文 

 同 水産課長 物見 文雄 

 同 サケマス・内水面担当課長 古明地恵一 

 同 課長補佐（サケマス） 泉  善友 
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 同 サケマス係主査（増殖） 橋本雄太郎 

 同 サケマス係主任 長澤 里栄 

（国研）水産研究・教育機構 水産資源研究所 さけます部門 

              資源増殖部長 戸田 修一 

 同 事業課 課長補佐 大貫  努 

 

（地独）北海道立総合研究機構さけます・内水面水産試験場 

 さけます資源部        部長 藤原  真 

 同              主査 大森  始 

 

10 傍 聴 者  

十勝総合振興局産業振興部水産課 漁業管理係長 富樫 佳弘 

石狩後志海区漁業調整委員会 事務局長 中山 威尉 

同 主事 小林 千紗 

檜山海区漁業調整委員会 事務局長 三上 征己 

同 主事 駒形  柊 

渡島海区漁業調整委員会 事務局長 山本健太郎 

胆振海区漁業調整委員会 事務局長 濱谷  仁 

同 専門主任 黒坂 裕樹 

日高海区漁業調整委員会 事務局長 佐々木真琴 

釧路十勝海区漁業調整委員会 事務局長 木村 佳人 

根室海区漁業調整委員会 事務局長 古山 耕司 

網走海区漁業調整委員会 事務局長 柴田  睦 

同 主事 宮本 研多  

宗谷海区漁業調整委員会 事務局長 辻  宏幸 

留萌海区漁業調整委員会 事務局長 武田健太郎 

 

11 議題 

議案第１号 会長の選出について 

議案第２号 副会長の選出について 

議案第３号 「令和７年度秋鮭の新魚確保及び適正利用を図るための実施方針（案）」 

について 
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12 協議事項 

(１) 広域漁業調整委員会の委員の選出について 

(２) 全国海区漁業調整委員会連合会役員の選出について 

 

13 報告事項 

(１) 北海道連合海区漁業調整委員会個人情報保護事務取扱要綱の一部改正 

について 

(２) 北海道連合海区漁業調整委員会公文書開示事務取扱要綱の一部改正 

について 

(３) 委員会規定等について 

(４) その他 

 

14 議事の顛末 

事務局長 

ただいまから、第２３期第１回北海道連合海区漁業調整委員会を開催します。 

開会にあたり、岡嶋水産林務部長からご挨拶を申し上げます。 

 

岡嶋水産林務部長 

第２３期の第１回北海道連合海区漁業調整委員会の開催にあたり、一言ご挨拶を申しあ

げます。今年は４年に１度の海区漁業調整委員会の改選が行われ、連合海区漁業調整委員

会においても、新たに、各単海区選出の代表委員１０名と、先ほど辞令交付いたしました

知事選任委員５名の方々が決まったところでございます。本日は、漁業法施行令の規定に

基づき、道が第２３期第１回委員会を招集したところであります。委員の皆様におかれま

しては、時節柄、何かとご多用の中、ご出席をいただき、お礼を申し上げます。ご承知の

とおり、海区漁業調整委員会は、昭和２５年に制度が発足して以来、今日までの間、「漁

業者を主体とする漁業調整機構」として重要な役割を担い、各種漁業の漁業調整や資源管

理の推進に、大きく貢献してきたところであります。昨今の本道水産業を取り巻く環境は、

地球規模での気候変動や海洋環境の変化、サケ、イカ、サンマなどの主要魚種の資源の低

迷、漁業就業者の減少・高齢化など、多くの課題をかかえております。こうした課題に対

し、道としては、令和５年度から始まっている第５期の北海道水産業・漁村振興推進計画

の中で、総合的、計画的に施策を展開しながら、本道の水産業と漁村地域が、希望と活力

にあふれたものになるよう全力をあげて取り組んでいく考えでございます。本道水産業へ
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の期待が大きい中、これから第２３期、４年間の任期が始まりますが、委員会のもつ漁業

調整機能の発揮によって、本道漁業が発展することを期待しているところであります。委

員の皆様におかれましては、今後とも、道水産行政の推進に、格別のご支援とご協力をお

願い申し上げまして、簡単ですが開催の挨拶とさせていただきます。 

 

事務局長 

ありがとうございました。岡嶋水産林務部長におかれましては、この後の用務が控えて

いるため、ここで退席します。 

 

物見漁業管理課長 

漁業管理課長の物見です。今回の「委員会」は、会長及びその職務を代理する者がとも

に互選されていないことから、漁業法施行令第１５条の規定により知事が招集しておりま

すので、仮議長が選出されるまでの間、私が司会を務めさせていただきます。 

まず最初に、事務局から本日の出席者の皆様を紹介いたします。 

 

事務局長 

委員の皆様を紹介いたします。 

（委員紹介） 

 

次に本日ご臨席いただいております関係機関の皆様をご紹介します。 

（臨席者紹介） 

 

最後に連合海区事務局の職員を紹介します。 

（事務局職員紹介） 

 

物見漁業管理課長 

次に、会長が選出されます間、仮議長によって議事を進めたいと思います。 

慣例では、最年長の委員に仮議長をお願いすることになっておりますので、そのように

運びたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

 

各委員 

（異議無しの声） 
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物見漁業管理課長 

皆様のご賛同を得ましたので、根室海区の福原委員に仮議長をお願いします。 

 

福原仮議長 

ただいま、仮議長の指名を受けました福原です。会長が選出されるまでの間、努めてま

いりますので、よろしくお願いします。 

 

福原仮議長 

それでは、本日の委員の出席状況を報告します。委員定数１５名のうち、本日は全員出

席となっておりますので、本日の会議は成立します。 

 

福原仮議長 

次に、議席についてお諮りします。議席は、慣例に習い、知事選任委員は期別・年令順

に、単海区選出委員は石狩後志海区を基点に海区順にしております。その順番で現在着席

してもらっていますが、今後もこの着席順にさせていただいてよろしいでしょうか。 

 

各委員 

（異議無しの声） 

 

福原仮議長 

意義なしとのことでありますので、議席は現在着席しているとおりといたします。 

 

福原仮議長 

それでは、議案の審議に入ります。第１号 「会長の選出について」、第２号「副会長

の選出について」は、関連がありますので、一括上程いたします。なお、副会長は「連合

海区委員会規程」により２名選出することになっております。選出の方法については、「漁

業法」の規定により委員の互選によるものとされていますが、どのように取り計らいます

か、お諮りします。 

 

大澤委員 

選考委員会を設置して選ぶこととしてはどうですか。選考委員の数、指名は、仮議長に

一任します。 
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福原仮議長 

ただいま、大澤委員から提案がありましたが、ご意義ありませんか。 

 

各委員 

（異議無しの声） 

 

福原仮議長 

それでは、そのように取り運びさせていただきます。それでは、選考委員長１名、選考

委員として４名の方を指名いたします。選考委員長に池守委員、選考委員には伊藤委員、

沖野委員、原口委員、瀧波委員にお願いします。 

選考委員の方は、別室で選考していただきます。 

暫時 休憩します｡        

選考委員の皆さんは、別室「４Ｅ会議室」に移動願います。 

 

（休憩） 

 

福原仮議長 

委員会を再会します。選考の結果を池守選考委員長から発表願います。 

 

池守選考委員長 

別室で慎重に協議選考した結果、会長には工藤委員、副会長に職務代理の順番で、阿部

委員と福原委員を選考いたしましたので、ご報告します。 

 

福原仮議長 

只今、選考委員長から会長、副会長の選考結果について報告がありました。 

皆様の拍手をもってご承認をお願いします。 

 

各委員 

（拍手） 

 

福原仮議長 

会長、副会長は、そのように決定します。以上で、私に与えられました任務は終了しま
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した。ご協力ありがとうございました。 

 

事務局長 

ただ今、第２３期の新会長及び副会長が決定いたしましたので、代表して工藤会長から

一言ご挨拶をお願いいたします。 

 

工藤会長 

会長就任にあたり一言ご挨拶申し上げます。ただいま、委員の皆様の信任によりまして、

会長という大役を引き続き担うことになりました。本道水産業は、水産資源の減少、漁業

者の減少や高齢化など課題が山積しており、本委員会の役割はますます重要であります。

委員のみなさんには、引き続きご理解・ご協力いただきますとともに、水産林務部をはじ

めとする関係機関のみなさんのご指導を賜りますようお願い申し上げ、甚だ簡単ではあり

ますが、会長就任の挨拶といたします。どうぞよろしくお願いします。 

 

工藤会長 

それでは議事に入りますが、本日の議事録署名委員について、委員会規程第６条により、

私から指名いたします。阿部委員、池守委員よろしくお願いいたします。 

 

工藤会長 

議事を継続します。 

議案第３号「令和７年度 秋さけの親魚確保及び適正利用を図るための実施方針(案)に

ついて」を上程いたします。初めに、さけます内水面水産試験場から「今年の秋さけの資

源状況について」を説明頂き、その後に、水産林務部及び事務局より、実施方針（案）の

説明をお願いします。 

それでは、さけます内水面水産試験場から説明をお願いします。 

 

藤原部長 

お手元の参考資料１をご覧ください。「令和７年の秋サケの資源状況について」という

Ａ４版の資料になります。 

まず、令和７年の来遊状況についてお話しする前に、昨年、令和６年の北海道への秋さ

け来遊の特徴について、ご説明いたします。 

令和６年の全道への秋さけ来遊数、沿岸での漁獲数と河川での捕獲数の合計値になりま
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すが、秋さけの来遊数は１，７７０万尾、前年比では７８％と大幅に前年から減少し、令

和元年とほぼ同じ水準となっております。予測に対する実績の値としましては、１０４％

と全体で見ると概ね予測並みということですが、地区的に見ると濃淡があって、かなり地

域格差については大きくなったという状況になっております。 

２つ目に年齢別来遊数について見てみます。４年魚、令和２年生まれにつきましては１，

２７７万尾で前年比８２％に減少しております。５年魚につきましては、令和元年生まれ

３８８万尾で平成以降では４番目に少ない値となっております。次に３年魚ついてです

が、こちらは令和３年生まれになります。８９万尾と過去最低で平成以降では最低の水準

まで減少しております。 

次に、時期別に見ますと前期が６６７万尾、前年対比で７３％。中期が９３９万尾、前

年対比７８％。後期は１６４万尾、前年対比１２１％と中期主体の来遊となっています。 

最後に平均目廻りについて見てみますと、昨年につきましては、２．９６kg と前年の

３．０２kg から減少しまして、近年では最も小型でありました令和４年の２．８３kg に

次ぐ低い水準となっております。 

次に２ページをご覧ください。各海区への来遊状況について見ていきたいと思います。

オホーツク・根室・えりも以東・日本海・えりも以西の５つの海区について、平成元年か

ら令和６年までの来遊数を図２に示しております。こちらの根室海区に目を向けますと、

昨年、令和６年の右端の棒グラフになりますが、前年を上回る数字なっております。根室

海区を除く４つの海区につきましては、前年を下回るという結果になっております。中で

も日本海につきましては、減少幅が大きかったという結果になっております。また、年齢

別に見ますと来遊の主群である４年魚については、根室海区を除く全ての海区で前年を下

回る結果になっております。また、５年魚につきましては、根室・えりも以東海区以外の

海区で前年を下回っております。次に３年魚に関してですが、えりも以西を除く全ての海

区で前年を大幅に下回る結果になっております。 

３ページをご覧ください。令和７年の来遊予測についてご説明いたします。予測の手法

につきましては、これまでと同様にシブリング法を基本に予測しております。この手法で

は、前年の３年魚の来遊数から今年の４年魚の来遊数、前年の４年魚の来遊数から今年の

５年魚の来遊数を推定します。図３が模式的に４年魚の数から５年魚を推定している場合

のグラフを示しておりますが、近年、急速な成熟年齢の若齢化が進んだことによりまして、

予測精度が低下していることがわかっております。このため、令和３年以降につきまして

は、若齢年級のデータだけを使った分析を行い予測値を算出しております。図３を見ます

と横軸がある年の４年魚、縦軸が翌年の５年魚で、それぞれある年級の４年魚と５年魚の
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関係が毎年蓄積されていきます。それぞれの点が赤あるいは青の点になりますが、この中

でより下側の線、赤い線が４年魚の割に５年魚が少ないという、この赤の点について採用

して予測しているということになります。それでは実際の数字についてご説明したいと思

います。下の方に、今年の予測値として表が記載されております。令和７年、今年の全道

への秋さけ来遊数につきましては、１，１４１万尾。前年対比で申しますと６４．５％と

いう数字になっております。海区ごとに見ますとオホーツクでは７７６万６千尾、前年対

比６５％。根室海区については１５０万４千尾、前年対比４８．１％。えりも以東８６万

尾、前年対比７８．８％。以西につきましては４３万２千尾、前年対比１２６．２％。日

本海は８４万９千尾、前年対比７１．３％となっております。この中でえりも以西につき

まして、前年を超えているということになっておりますが、先ほど令和６年の年齢別来遊

数のところで以西海区については、他の海区と異なり３年魚が前年より増えている。これ

らを反映しまして前年対比が１００％を超えているという結果になっています。 

次にですね、この来遊数が推定されまして。参考資料２をご覧ください。推定された来

遊数を基にしまして、来遊数の内、河川へどのくらい上るかという数字を推定したものが

その表になっております。北海道さけの推定遡上数、日別に表に示しております。海区や

地区別に左の欄が推定遡上数、真ん中が捕獲計画、右の欄が計画に対する過不足となって

おります。この推定遡上数の出し方につきましては、直近３ヵ年の来遊数に対する河川捕

獲数の割合、我々、遡上率という風に定義しておりますが、その遡上率３ヵ年平均をもち

まして、川に上る数、推定遡上数を推定しております。北海道総計のところで見ますと、

川へ上る全体としては、１４８万１千尾、計画が１１１万９千尾ですので計画に対する過

不足としては黒字になる形になっております。ただ、海区・地区別に見ますと赤字が計画

に対して不足を生じるということを表しておりますが、オホーツク東部につきましては、

前中後期いずれも黒字になっておりますが、根室・えりも以東については、前中後期いず

れも不足が生じるという形になっております。また、えりも以西地区におきましても後期

で不足が生じるという形になっております。日本海の中南部に関しては前期でかなり不足

を生じるという形になっておりまして、各地区共に油断を許さない状況になっているかな

と思います。事前にこの予測を受けまして種卵確保に向けて対策を打つ必要があると思い

ますので、この点についてよろしくお願いしたいと思います。 

続きまして、参考資料３をご覧ください。３月２１日の連合海区委員会におきまして、

最近のさけを取り巻く状況について説明しております。今回、委員のみなさん６名変わら

れたということで、改めまして内容的には同じになりますが再度ご説明したいと思いま

す。秋さけ資源に関連する海洋環境の状況についてと書いている資料を見てください。ま
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ず図１をご覧ください。こちらに示しましたのは、太平洋を東から西へ流れている親潮の

面積の推移について、ここでは２０２０年から直近２０２５年までのグラフを示しており

ます。そこで、このオレンジ色折れ線というのが実測値となっております。また黄色の線

がありますが、これが平均値を表しています。例えば、２０２１年あるいは２０２２年で

すと黄色い平均値に近い値になっている。近い値になっているというのがグラフの中で塗

りつぶし網掛けしている部分があるかと思います。その部分が３月から６月の期間を表し

ています。さけ稚魚が放流された後、沿岸域に滞留しているであろう時期について網掛け

していますが、この部分に着目すると、先ほど述べました２０２１年あるいは２０２２年

は平均的な値で推移している。一方で２０２４年に目を向けますと、かなり平均より低い

値で推移している。言い換えれば親潮の面積が狭い。勢力が弱いと言えると思います。今

年の春につきましても同じような状況になるという風に我々、危惧していたところなので

すが、２０２５年のところ右端の方を見ますと網掛けの部分比較的平均に近い値になって

いるということになります。親潮に関してはこういう状況になっております。次に図２を

ご覧ください。図２の下のグラフは海流の推移について表した図になっておりますが、こ

こで下の図に赤い帯があると思います。これが黒潮続流というものにあたります。これを

見ますと、２０２４年に目を向けるとかなり本州の東北、北の方に寄っているのが他の年

と比べて顕著に見られております。これは、北偏している。北に偏っているということに

なりますが、これを受けまして、上の図が平年に対する偏差を表しております。赤が強い

ほど平均より高い。青が強いほど平均より低いことを表しておりますが、２０２４年に目

を向けると北海道太平洋域が真っ赤になっている。本州圏を含めかなり高水温に見舞われ

たということになっております。この状況というのは、先ほど来、繰り返しになりますが

黒潮続流の北偏、北に寄ったことによる影響となるかなと。加えて２０２４年は先ほど親

潮のところで、勢力が非常に弱かったということを申しましたが、黒潮続流が北に寄った

ことと親潮の勢力が弱かったことこれらがそれぞれ影響して、２０２４年は太平洋海域

が、かなり高水温に見舞われた形になっております。一方で、今年につきましては、２０

２５年のところを見ますと、房総沖の付近から東行しているというのが分かります。２０

２４年のような状況は見られなかったということ、それから、先ほど親潮の勢力につきま

しても昨年よりは平均的な数字に近づいたという。これらが相まって上の偏差を見ますと

昨年のような高水温には見舞われてないといえます。ただし、一番下のところに記載して

いますが、オホーツク海におきましては平年より海水温が２、３度高いという状況が今年

の春に見られております。 

 次のページご覧下さい。沿岸に対するさけ稚魚が降海後、海に回遊する期間の適水温と



- 11 - 

しては８度から１３度と言われていますが、最近１３度に達する時期が早まっていると

か、８度から１３度の期間が短いという年が見られています。先ほど海流の関係で海水温

変わるという話をしましたが、水温が当然ながら変わる。これに対応して餌についても変

化が起こってきております。図３には太平洋の昆布森の沿岸におきます２００６年から２

０２０年の動物プランクトンの個体数密度。上の折れ線グラフが上の個体数密度、下のグ

ラフについては分類群組成について表しています。ここで下のグラフで赤と青に注目して

いただきますと、これがさけ稚魚が好むカイアシ類と呼ばれる冷水性の動物プランクトン

となっております。一方で２０１６年から顕著になっているのですが、緑、これは枝角類

という動物プランクトンになっておりまして、さけ稚魚にとっては好ましくない、それほ

ど好きではない且つプランクトンの大きさもかなり小型であるというものであります。最

近、この緑が早い時期から出てきているということが特徴的で、直近、このグラフの中で

は２０１９年と２０２０年、この２ヵ年については、上のグラフを見ますと赤の折れ線が

かなり０にべったりくっついているような年が見られている。個体数密度ですから、プラ

ンクトンの量も少ない年が見られ、中身についてもさけ稚魚が好むものが早い時期から置

き換わってきているという現象となっております。今回は昆布森の事例についてご説明し

ておりますが、北海道全域、オホーツクも含めてこの冷水性のから暖水性の種に変わる時

期が早まってきているというのが見られております。これらのことについて、孵化放流時

期とかサイズを検討する際には、これらのことを念頭に入れた対策が必要というように考

えているところです。次に図４。これは９月中旬における海水温の偏差。それから下のグ

ラフについては、先ほどと同じ海流を表した図になっております。これを見ると２０２４

年と２０２３年では、下のグラフでかなり東北の上。北の方まで蛇行しているというのが

見えます。北偏しているという状況になります。これを受けまして、２０２３、２０２４

年については北海道の場合はかなり真っ赤になっているということで、海流の影響で北海

道周辺は最近、高水温に見舞われる年がその頻度が増しているという状況になります。当

然、漁獲される魚種についても影響が出てきていまして、写真は２０２３年の網走でフグ

が大量にとられたとか、昨年、２０２４年については南茅部でカツオが漁獲されたという

状況になっております。さけ自体にも影響があって一番下に記載していますが、漁獲の時

期あるいは場所というものにも影響しておりまして、昨年については水温が低下する１０

月以降に漁獲が伸張する状況になってきた。最後に、図の５。最近、令和６年の状況につ

いてご説明したときに成熟年齢の低下について、若齢化についてご説明しました。具体的

な数字を図５にグラフとしてお示ししておりますが、左側のグラフの縦軸が平均成熟年齢

で横軸が年級になっております。年級ですから生まれ年みたいなものです。各海区ごとに
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色分けして示しております。黒の破線が全道平均を表していますが、いずれの海区におき

ましても、特に平成２１年級以降成熟年齢の低下傾向が見られていて、平成２９年級につ

いては各海区とも顕著に低下していたという状況にあります。この成熟年齢が低下するこ

とに伴いまして、相対の来遊数も低下するという傾向が見られています。右側のグラフが

横軸に平均の成熟年齢、縦軸に来遊数を表していますが、これを見ると成熟年齢が低いほ

ど来遊数が下がるという状況になっているといえます。少なくとも最近の減少面を見ます

と、これらの成熟年齢の低下という現象が見られていて、この状況が続くと来遊数が劇的

に増えるというのは少し考えにくい状況だと考えているところであります。 

 

工藤会長 

ありがとうございました。 

次に、事務局及び水産林務部から「実施方針（案）」について説明をお願いします。 

 

事務局長 

それでは、議案第３号の「令和７年度秋さけの親魚確保及び適正利用を図るための実施

方針（案）」について、説明させていただきます。なお、この後、漁業管理課の方から詳

しい説明がありますので、事務局からは、簡単に説明させていただきます。本方針は、本

道に来遊する秋さけについて、親魚確保対策及び密漁対策等を講じ、安定的な資源造成及

び適正な資源利用に関して、毎年当委員会で決定しているものです。 

資料１－２「新旧対照表」をご覧ください。本年も、引き続き当該実施方針を定め、関

係者に周知するもので、昨年、漁業管理課からご説明しましたが、本実施方針は、親魚確

保対策の推進が趣旨であることから、本年度から提示する内容を「漁獲見込量」から「推

定遡上数」へ見直しすることとし、合わせて年度を改正します。 

資料１－１「令和７年度秋さけの親魚確保及び適正利用を図るための実施方針（案）」

をご覧ください。実施方針（案）について、簡単にご説明いたします。まず、第１の「秋

さけ親魚確保対策の推進」としまして、道が定める、さけます人工ふ化放流計画に基づき、

親魚確保に努めること。また、要請があった場合は、網揚げ等による自主規制措置を講じ

ることなどを記載しております。第２では、「密漁対策の推進」として、取締体制の推進

についてを、その下の、第３「その他」では、道やさけます内水試から提供されたデータ

を元に、参考値として地区別、期別毎の「推定遡上数」を提示することなどを定めており

ます。 

事務局からの説明は以上となりますが、引き続き、漁業管理課より、説明いただきます
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のでよろしくお願いいたします。 

 

長澤主任 

水産林務部漁業管理課の長澤です。よろしくお願いします。 

座って説明させていただきます。事務局からの説明と重複する部分もございますが、私

の方から説明させていただきます。 

資料１の１「令和７年度秋さけの親魚確保及び適正利用を図るための実施方針（案）」

をご覧ください。本方針は、本道に来遊する秋さけについて、親魚確保対策及び密漁対策

等を講じ、安定的な資源造成及び適正な資源利用に関して、毎年当委員会で決定している

ものです。最初に、新旧対照表をご覧ください。資料１の２になります。昨年度までは、

第３その他で、海区内の自主的な措置の参考値として、漁獲見込量を各海区委員会に提示

しておりましたが、漁獲見込量が自主的な措置として、使用されていない状況であること、

また、本方針の趣旨である親魚確保対策の推進を鑑み、提示する内容を漁獲見込量から、

親魚確保に係る推定遡上数の見込みに修正させていただいております。それでは、推定遡

上数について説明させていただきます。推定遡上数の表をご覧ください。先ほど、内水試

の藤原部長からも説明がありましたが、推定遡上数の合計は、海区ごとに、オホーツク地

区で約９２万尾、根室地区で約１２万尾、えりも以東地区で約１２万尾、えりも以西地区

で約１３万尾、日本海地区で約１８万尾、全道合計で約１４８万尾となっております。 

以上、令和７年度秋さけの親魚確保及び適正利用を図るための実施方針（案）と同年度

秋さけ推定遡上数に係る補足説明について終わらせていただきます。 

 

工藤会長 

ただ今、議案第３号関係の説明が終わりましたので、この件に関して質疑に入りたいと

思います。なお、議事録作成の都合により、発言される委員におかれましては、事務局が

マイクをお渡ししますので、マイクを使用して発言していただきますよう、お願いいたし

ます。それでは何か、ご意見、ご質問等はございませんか。 

 

阿部委員 

 藤原部長がことあるごとに対策が必要だという言葉を使われますが、具体的に何をする

のか。それが入っていない。説明するときに。対策が必要だといつも言うが、何の対策を

するのかの説明がいつも入らない。それだと説明している意味が何も無い。何か対策があ

るのであれば一緒に述べていただきたい。 
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藤原部長 

 具体的に説明しませんでしたが、先ほど、少なくとも昆布森の地名で早い時期から餌の

種類が変わるというのと、あとは、水温が先ほど 13 度になる時期が早まる地区があると

いうことで、具体的に、例えば渡島管内であれば放流時期を早めに放流する。特に後期の

後ろ側については放流時期を前倒しでやってきているということ。取り組みとしてはそう

いうことをしています。 

 実際に今年のオホーツクについても２、３度高いという話をしましたが、実際に宗谷管

内、北見管内についても放流時期を前倒しするという体制になっていて、そういう取り組

み。少なくともそういう対策をとってきている。私の申し上げた対策としてはまずはそう

いうことです。そのために、餌のモニタリングというのは必要なことだという風に考えて

いるところです。 

 

阿部委員 

 まあ、実際やっていることだよね。 

 

古明地サケマス・内水面担当課長 

 阿部委員の方からどんな対策が必要なのかということで、いろいろな業界紙の報道など

で見ていると思いますが、昨年、試験研究機関また道それと増殖団体で秋さけの対策の会

議というものを立ち上げ、９月に対策の基本方向というものをまとめた。先ほど餌不足と

いうことに関しましては、春の放流の時期に飢餓耐性を高めるために栄養価の高い餌を与

えるだとか、水温が春の時期も高くなっているものですから、８度から１３度という回帰

率の高い、国の研究でもって示されて、そういった適期の放流に努める。また秋の時期、

相当最近は真っ赤な状態。水温が相当高い状況になっているものについては、もちろん前

期の資源造成というものも大切ですけれども、温度の下がる中後期群の強化も図っていこ

うというところでとりまとめられたところでございます。 

 順次、それについては今後の事業の方に、もちろん行政だけではないですけど、増殖団

体また研究機関としっかり連携しながら対応を図っていかなければいけないのかなと、そ

う思っております。以上でございます。 

 

工藤会長 

 その他、ご意見、ご質問等はございませんか。 
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工藤会長 

それでは、議案第３号、「令和７年度秋さけの親魚確保及び適正利用を図るための実施

方針（案）」については、原案のとおり決定することとし、今年度は、この内容に従って、

秋サケの親魚確保対策とその適正利用を取り進めていくことで、よろしいですか。 

 

各委員 

（異議無しの声） 

 

工藤会長 

それでは、そのように決定いたします。 

 

工藤会長 

続きまして、協議事項に移ります。 

はじめに、協議事項１の「広域漁業調整委員会の委員の選出について」を事務局から説

明させます。 

 

事務局長 

広域漁業調整委員会の委員の選出について説明します。 

参考資料７（付箋青色）に概略の資料を付けましたが、広域漁業調整委員会については、

漁業法第１５２条に定められている委員会で、その監督は農林水産大臣が行なっていま

す。２ページの図にあるとおり、広域漁業調整委員会は、日本海九州西、瀬戸内海、太平

洋の三つの委員会が設置されており、都道府県の区域を超えて広域的に分布回遊し、かつ、

それを漁獲する漁業が大臣許可と複数の知事許可漁業にまたがる、水産資源の管理に係る

漁業調整を行うことを目的としております。北海道に関係があるのは、日本海九州西と太

平洋の２つの広域漁業調整委員会であり、委員構成は、都道府県ごとに互選する沿岸漁業

の代表者を主とする海区代表者と国が選任する沖合漁業の代表者を主とする関係漁業の

代表者並びに学識経験者からなっております。委員の任期は４年間で、海区互選委員が令

和３年１０月１日から令和７年９月３０日まで、大臣選任委員は令和４年６月１日から令

和８年５月３１日までとなっております。 

ページ５と６に委員名簿を付けていますが、北海道からは当連合海区から委員を水産庁

に推薦し、海区互選委員として工藤会長が日本海九州西広域漁業調整委員会の委員に、前

川崎副会長が太平洋広域漁業調整委員会の委員となっています。 
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漁業法第１５０条において、連合海区委員の海区互選委員は、海区委員でなくなったと

きには、連合海区委員の職を失うという規定になっており、広域漁業調整委員会もその規

定が準用されております。この規定により、海区互選委員が、引き続き海区委員を継続す

る場合は、広域漁業調整委員会委員を任期まで継続することになります。 

このため工藤会長には９月の任期まで日本海九州西広域漁業調整委員会委員として継

続してもらい、前川崎副会長の後任については、太平洋をエリアとする海区から副会長の

阿部委員にお願いしたいと考えています。また、本年１０月から任期となります第７期の

委員についても、両委員にお願いしたいと考えていますので、よろしくお願いします。 

 

工藤会長 

ただいま、事務局から説明がありましたが、太平洋広域漁業調整委員会は阿部委員、日

本海・九州西広域漁業調整委員会は私がということで、いかがですか。 

 

各委員 

（異議無しの声） 

 

工藤会長 

ありがとうございます。それでは、そのように処理させて頂きます。 

 

工藤会長 

次に、協議事項２の、「全国海区漁業調整委員会連合会役員の選出について」を事務局

から説明させます。 

 

事務局長 

全国海区漁業調整委員会連合会の委員の選出について説明いたします。 

参考資料８（付箋黄色）に全国海区漁業調整委員会連合会の会則をつけておりますので、

ご覧ください。この連合会は、全国の６６単海区、８連合海区の合計７４海区漁業調整委

員会で構成されており、会則の５条にありますように、海区漁業調整委員会の相互連絡協

議と海区委員の研鑽を図るための活動をしています。会費は各都道府県が支出していま

す。役員は、会長、副会長５名、理事１８名、監事３名の構成で、現在の全漁調連の役員

任期は令和１１年５月の総会までで、会長は、本年５月に開催された総会において、日本

海ブロック山口県日本海海区の会長が就任しております。北海道からの全漁調連の役員
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は、全漁調連の会則第６条の２により、北海道連合海区の会長及び副会長から選出するこ

とになっています。第２２期では、工藤会長が全漁調連の理事に、前川崎副会長が監事に

就任しておりました。 

今期については、理事には工藤会長、監事には副会長の職務代理の順番に従い阿部副会

長にお願いしたいと考えております。 

私からの説明は以上です。 

 

工藤会長 

ただいま、事務局から全漁調連の役員の選出について説明がありましたが、理事につい

ては私が、監事には阿部委員にお願いすることでいかがですか。 

 

各委員 

（異議無しの声） 

 

工藤会長 

ありがとうございます。それでは、そのようにさせて頂きます。これで協議事項は終わり

ます。 

 

工藤会長 

引き続き、報告議事項に入ります。 

報告事項の（１）「北海道連合海区漁業調整委員会個人情報保護事務取扱要綱の一部改

正について」及び報告事項の（２）「北海道連合海区漁業調整委員会公文書開示事務取扱

要綱の一部改正について」を一括で報告を受けることと致します。 

 それでは、事務局より説明願います。 

 

事務局長 

報告事項（１）の「北海道連合海区漁業調整委員会個人情報保護事務取扱要綱」の一部

改正についてと報告事項（２）の「北海道連合海区漁業調整委員会公文書開示事務取扱要

綱」の一部改正についてを資料２及び資料３により、一括ご説明いたします。 

当委員会が定める関係規程につきましては、全て国や北海道の関係法令や規則等を準用

することになっておりまして、今回は、北海道の個人情報保護事務取扱要綱並びに公文書

開示事務取扱要綱が一部改正されたこと等から当連合海区の要綱を一部改正するもので
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ありまして、資料に新旧対照表と改正案全文を添付してございますので、後ほど、お目通

しいただきたいと思います。 

以上、簡単ではありますが、説明を終わらせていただきます。 

 

工藤会長 

ただ今、報告事項（１）及び（２）について事務局から説明がございましたが、この件

について、ご意見、ご質問などはございませんか。 

 

各委員 

（意見無しの声） 

 

工藤会長 

それでは、報告事項（３）「委員会規程等について」を事務局から報告させます。 

 

事務局長 

委員会規程等についてご説明いたします。 

資料の内容については大冊なので後ほど、目通し頂きたいと思いますが、簡単に資料の

説明をいたします。手元の参考資料１ですが、これは漁業法等から委員会の設置根拠など

関係部分について抜粋したものです。参考資料２は、道が連合海区を設置した根拠規則で

す。参考資料３は、北海道連合海区漁業調整委員会規程です。この規程の第３条に基づき、

会長が今後の連合海区委員会を参集することになります。参考資料４は、北海道職員の公

務員倫理に関する条例です。漁業調整委員会につきましても、地方自治法上、行政のその

他の執行機関と定められており、地方公務員法では、委員の皆様も第２条にあります特別

職職員ですので、一般の職員ほど強い規制はありませんが、このような条例の適用を受け

ることになります。９ページ以降に北海道職員倫理規則も付けております。参考資料５は、

北海道連合海区漁業調整委員会が保有する個人情報の保護に関する規程です。これは当委

員会が保有する個人に関する情報を保護するために必要な事項を定めたものです。参考資

料６は、北海道情報公開条例の施行に関する北海道連合海区漁業調整委員会規程です。こ

れは、北海道情報公開条例の施行に関し、委員会が管理する公文書の開示に関して必要な

事項を定めたものです。参考資料７は、先ほど協議事項でご説明しました、広域漁業調整

委員会の概要です。参考資料８は、これも先ほど協議事項で、ご説明しました、全国海区

漁業調整委員会連合会の会則です。参考資料９は、連合海区委員会の開催状況、全漁調連
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関係の会議、広域漁業調整委員会の開催時期をまとめたものです。例年、このようなスケ

ジュールで会議を開催しております。 

以上委員会規程等と委員会の活動状況を簡単にご報告いたしました。 

 

工藤会長 

ただいま、委員会規程等について説明がありましたが、大変膨大な資料でありますので、

お持ち帰りになって、お目とおし頂くということで、よろしいですか。 

 

各委員 

（異議無しの声） 

 

工藤会長 

本日の議題は、すべて終了しましたが、事務局なにかありますか。 

 

事務局長 

 ありません。 

 

工藤会長 

その他何かございますか。 

 

池守委員 

さけの親魚が少ないというけど、これから漁獲規制だとかそういうことは考えているの

か。どういう風になるのか。 

古明地サケマス・内水面担当課長 

もちろん親魚が足りないという地区については、操業始期の後ろ倒しなり、また、垣網

の撤去など河川遡上しやすいように、それぞれの地域でいろいろなやり方があると思う

が、いずれにしても足りないという地域については、そういった自主的な規制について今

後検討していくという形になります。もちろん地区から要請があれば、私たちも指導に入

りますし、検討していく形になります。 

 

工藤会長 

日本海だとかそういう悪いところは規制が入る可能性が大だということか。 
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古明地サケマス・内水面担当課長 

もちろん、そうです。 

 

福原委員 

指導が入るというのですから具体的に指導してくださいよ。強く要望しますよ。具体的

に道の方から。 

 

古明地サケマス・内水面担当課長 

もちろんやりますが、うち１人で行うような問題ではありませんので、当然、研究機関

や増殖団体と連携して行います。 

 

福原委員 

だから、いつも丸投げしないで、ちゃんと責任もってください。いつも丸投げでしょ。 

 

阿部委員 

要は浜には言っても聞かないという人とかがいるわけ。それをちゃんと親魚確保するた

めにみんなで協力してやりましょうと、ちゃんと謳って。道増協の会長もいるから。全部

ね。みんなで一緒に協力して。 

 

福原委員 

各海区ごとに違う。 

 

阿部委員 

各海区ごとで違うから、それを、道増協なり道が入ってちゃんと言うこと聞かせるよう

に。 

 

福原委員 

とにかく具体的にお願いしますね。 

 

工藤会長 

 その他ございませか。 

 特になければ、これを持ちまして本委員会を終了します。 
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工藤会長 

委員の皆様には、長時間にわたり、慎重なるご審議を賜り、提案した議事について、す

べて可決決定いただき、ありがとうございました。また、再度、会長という要職を仰(お

お)せつかりましたが、今後とも委員の皆様、水産研究・教育機構水産資源研究所、北海

道水産林務部、道総研サケマス・内水面水産試験場の皆さんのご支援、ご指導をいただき

ながら努めて参りたいと思いますので、よろしくお願い申し上げます。北海道でも、これ

から暑さの厳しい夏へと向かいますが、委員の皆様には、体調管理に十分、ご留意いただ

きたいと思います。また、各浜ではこれから、夏の盛漁期に向かいます。漁船の海難事故

や交通事故につきまして、十分注意するよう、浜へのご指導をお願い申し上げます。最後

に、委員各位のご健勝をご祈念申し上げまして、簡単でありますが、閉会の挨拶といたし

ます。 

本日は、どうもご苦労さまでした。
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以上、委員会の顛末を記録した事実に相違ないことを認め、ここに署名する。 

 

 

  令和７年７月１１日 

 

 

 

北海道連合海区漁業調整委員会   会 長  工藤 幸博 

 

 

 

 

              議事録署名委員  阿部 国雄 

 

 

 

 

              議事録署名委員  池守 力 

 


